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活動の概要

京都大学教育学研究科
・グローバル教育展開オフィス

受給者　楠見　孝先生（教育認知心理学・教授）
国際交流活動名：海外の若手研究者による

                              「メタファー，言語と記憶の認知研究」講演会
主催者/主催団体等:日本認知心理学会第22回大会準備委員会による招聘
実施場所・方法：総合研究2号館　教育学部第一講義室（対面）
実施日：2024年5月29日
参加者数：合計38名

　  Hamad Al-Azary 米国ローレンス工科大学助教授による講演
Semantic Processes in Metaphor Comprehension: The Interactive
Roles of Bodily and Linguistic Experience（メタファー理解における
意味処理：身体的・言語的経験の相互作用的役割）では，メタファー
（比喩）を例に取り上げて，意味の心的表象と意味処理についての分か
りやすいイントロダクションのあと，これまで進めてきたメタファーの
意味処理や生成の心理学実験結果と，近傍意味空間，身体化理論，メタ
ファ履歴理論に基づく検討，そして，今後の課題についての紹介があり
ました。
　つづいて，J. Nick Reidカナダ北ブリティシュコロンビア大学助教授
による講演Modelling the intersection of language and memory y（言
語と記憶の相互作用のモデリング）では，言語と記憶について，これま
で進めてきた単語，文，概念メタファー，物語の虚記憶の心理学実験に
基づいて，潜在意味解析と記憶のモデルMINERVA 2を用いたシミュレ
ーションの説明があり，言語モデルと記憶モデルを統合することの重要
性についての紹介がありました。
　講演のあと，メタファー，言語，記憶，認知モデリングなどの研究手
法，データ，理論をめぐって，参加者との間で，活発な討論が行われ，
海外若手研究者との交流を深めることができました。　
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京都大学教育学研究科
・グローバル教育展開オフィス

活動の様子・説明

Hamad Al-Azary助教授の講演の様子

J. Nick Reid助教授の講演の様子

受給者　楠見　孝先生（教育認知心理学・教授）
国際交流活動名：海外の若手研究者による

                              「メタファー，言語と記憶の認知研究」講演会
主催者/主催団体等:日本認知心理学会第22回大会準備委員会による招聘
実施場所・方法：総合研究2号館　教育学部第一講義室（対面）
実施日：2024年5月29日
参加者数：合計38名


